
Delta では、データはリアルタイムで飛び立ちます

Delta Air Lines の最高情報責任者兼 Delta Technology の最高経営責任者、�
Curtis Robb
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米国で第 3 位の規模を誇る航空会社であり、�
毎日 73 ヶ国の 413 都市へ向けて、5,361 回�
のフライトを運航しています。

事業

輸送およびロジスティックス

地域

世界各国

実装の概要
■プロジェクトにより、複数のシステムおよび�

13 の事業部門にまたがる、エンドツーエンド�
のデータ統合が完遂される

■最低限のカスタマイゼーションを行なうだけ�

で、既存のレガシーアプリケーションと�

TIBCO のソリューションが統合できる
■システムは、インフラストラクチャを改良し、�

運営費用を軽減させ、顧客がより快適に旅行�

できるようにするための全社的な努力を行なう�

上で不可欠な要素となっている

顧客の要求実現のポイント

どのようなシステムを接続する必要があるか�

ということではなく、まず、解決すべきビジ�

ネス上の問題は何かということを尋ねる

■

■情報伝達系内では、まず最も価値のある領域�

を対象に定め、段階的な実装を行なう

■スワップアウトしたアプリケーションを再使�

用したり、アプリケーションスワップアウト�

を実行し易くしたりするために、アプリケー�

ションではなく、インフラストラクチャに�

ビジネスインテリジェンスおよびビジネス�

プロセスを構築する

Delta Air Lines は綿密なスケジュール
を立てたり、ロジスティックスの構想を
練っていますが、天候など、遅延の原因
となる予測不可能な事象を掌握すること
はできません。どの旅行客も知っている
とおり、これらの遅延は航空会社全体に
及ぶ "連鎖作用" を引き起こし、世界中の
フライトに影響を及ぼします。
しかし、最新情報をリアルタイムで適切
なシステムに移すことができれば、
Delta はこれらの波紋を静め、遅延の

影響を最小限に抑えることができ、その
結果顧客の満足度を向上させ、コストを
軽減し、自社の純利益を増加させること
ができます。

以前は、Delta 社内の 13 の事業部門が、
70 のアプリケーションを使用して、
30 の個別の顧客データベースと 40 の
フライトデータベースに保存された情報
にアクセスしていました。たとえある
新しいデータが複数のデータベース
およびアプリケーションにとって不可欠
なものであったとしても、Delta には、
人手を煩わさずにそれらのデータベース
およびアプリケーション間でデータを
自動的に共有できるような手段がありま
せんでした。多くの場合、これらのシス
テムは手動でのデータの再入力に依存し
ていました。この作業はコストがかさみ、
ミスが生じやすく、時間がかかる作業
だったため、顧客と従業員は遅延の原因
およびそれらの救済策について何もわから
ない状態のままでした。

Delta Air Lines の最高情報責任者で
あり、この航空会社の情報技術を扱う
子会社である Delta Technology の
最高経営責任者でもある Curtis Robb
は「ゲート変更についての情報があっ
ても、それが顧客、供給業者および
従業員に伝わるまでに 1 時間もかかる
ようでは、その情報は使い物になりま
せん。Delta は、ロジスティックス、
飲食物、燃料、および顧客の決定に
ついてのデータをリアルタイムで配信

するということがきわめて重要であると
感じています。」と述べています。

「Delta Nervous System はゲート、燃料、飲食物、および顧客データを取り

－

利点

イベント駆動の "パブリッシュ / サブスクラ�
イブ" に基づいてデータを計基盤表示する�
ことにより、スケジューリングおよびロジス�
ティックスが合理化される

■

■業界標準アプリケーション用の、すぐに使用�
できる状態のインタフェースによって、�
IT 費用が軽減する
■プロセスを改善し、情報を統合することに�
よって、顧客がよりよい経験をすることが�
できる

リアルタイムのデータ統合により、意志�
決定が容易になる

システムのスケーラビリティによって�
効率が向上

Delta は、最新情報がすべてのシステム
に迅速に入力されるように、自社のデー
タベースとアプリケーションを強く結び
つける必要がありました。この会社はこ
のデータを管理するための手段を開発し
ましたが、"事象" の数が増えるに従って、
それらの事象を相互的に関連付ける作業
もいっそう複雑になりました。Delta の
社内ソリューションは、個々の荷物の
チェックインから航空機の燃料補給に
至るまでの多数の事象を処理することが
できるように拡張できませんでした。

Delta は、「Delta Nervous System
（Delta の情報伝達系）」と Robb が言い
表しているように、情報の貯蔵庫だった
ものを完全に連結し合ったシステムに
変化させるようなソリューションを構想
していました。

扱っており、1日あたり 5 百万のビジネスイベントを処理します。この情報を�
我社の従業員および顧客とリアルタイムで共有することができ、情報の共有�

方法を自動化することができるおかげで、我社はビジネスの形態を変え、�

顧客サービスを向上させ、コストを削減することができています。」
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これを実現するための作業に不可欠な要素
となっていたのは、"パブリッシュ / サブス
クライブ" に基づいてデータを配信する、
つまりデータを必要としているシステム
またはデータのサブスクライブを行なって
いるシステムすべてにデータを送信するよ
うな情報管理システムの導入でした。

�
がいますが、多くの業者は航空会社で発生�
する多数の事象をうまく処理することがで�
きませんでした。」と Robb は述べていま�
す。しかし、TIBCO のソリューションを�
試してみると、Delta はこのソリューショ�
ンが 1 秒間に 1 万の事象を処理するという�
目標を達成しているということに気付きま�
した。実際に、TIBCO のビジネス統合�
ソリューションは、Delta のテスト環境で�
は 1 秒あたり最高 40,000 の事象を処理し、�
TIBCO のラボでの試験では 1 秒あたり�
最高 180,000 のメッセージを処理しました。�
このことによって、Delta は、TIBCO の�
ソリューションには大いに発達の余地が�
あることを確信しました。

動的データにより、顧客サポートの質が向上

「TIBCO ソリューションがすぐに使用

より優れたデータ配信により、コスト�
が軽減

「Delta Nervous System はゲート、燃料、

テクノロジー

ソリューションの概要

TIBCO ActiveEnterprise    ビジネス統合�
プラットフォームは、複数のソースから�

のデータを統合するためのリアルタイム�

のプラットフォーム、強く結び付いた�

ビジネスプロセス、メッセージ送信、�

レガシーアプリケーション、パッケージ�

アプリケーションおよびサードパーティー�

アプリケーション用のアダプタ、および�

社内全体にわたってのモニタリング�

および管理能力を Delta に提供しています。�
ActiveEnterprise の助けを借りて、�
Delta はサービス要求に対するターン�
アラウンドタイムを 30 日から 24 時間�
に減らすことができました。�

このソリューションによって、21 の�
データベースと 70 のアプリケーション�
が Delta の 13 の事業部門にまたがって�
リンクされています。
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「外には非常に多くのソフトウェアの業者

Delta は TIBCO のソリューションを使用
して、自社の多数のデータベースおよび
アプリケーション間で自動的にデータを
共有できるようにしています。天候関係の
遅延についての情報が Delta のシステムに
入力されると、データはスケジューリング
システムに伝送され、影響を受けるフライト
すべての出発時刻を調整します。データは
また、到着ゲートにも表示されます。
そこではゲート担当者が計基盤を使用して
情報を追跡し、例外的な事象をリアルタイム
で処理します。システムは、逃した接続を
担当者が前もって予約し直しておけるような
他の空港に情報を送信します。

作動中の TIBCO ソリューションのもう 1 つ
の具体例としては、荷物係が現在 Atlanta の
Worldport で受信しているリアルタイムの
データが挙げられます。Delta は毎年、�
Atlanta だけでも 3 千 5 百万個の荷物を処理�
しています。このリアルタイムのデータに�
よって、荷物係はどのような優先順位で荷物�
を移動させると間違いが少なくなるかという�
ことがわかるため、顧客がより快適に旅行�
できるようになります。

Delta は、チェックインキオスクや、PC、�
PDA、ポケットベル、モバイルコンピュータ、�
および delta.com Web サイト用のワイヤレス�
アプリケーションなど、セルフサービスの�
顧客アプリケーションにまでリアルタイムの�
データを送るようになりました。�
ゲート表示システムにより、キャンセル待ち�
座席数の状況または乗客の目的都市の気象�
状況など、よく聞かれる質問に対する正確な�
解答が与えられます。

できる状態になったので、我々はさら�
なる変貌の機会をいろいろ考えてい�
ます。」と Robb は述べています。�
たとえば、現在のプロジェクトに�
よって、飛行中の航空機が軽微な不具合�
を報告し、到着したときに適切な部品を�
持った整備士に迎えられるようにする�
ことが可能になるでしょう。�
Robb は、いずれ Delta Nervous System
は、顧客、従業員およびビジネス�
パートナーがインターネットを介して�
たやすく利用できるものになるだろうと�
予想しています。

飲食物および顧客データを取り扱って
おり、1 日あたり 5 百万のビジネス
イベントを処理します。この情報を我社
の従業員および顧客とリアルタイムで
共有することができ、情報の共有方法を
自動化することができるおかげで、我社
はビジネスの形態を変え、顧客サービス
を向上させ、コストを削減することがで
きています。」と Robb は述べています。

Delta Technology の社員の熱心な働きと、
TIBCO のテクノロジーによるコスト
節減おかげで、Delta はオーダーメード
のソリューションを使用した場合に比べ、
より簡単に、より安価に自社のレガシー
システムと新システムを統合しました。
Delta は将来、食事サービスのプロセス
を合理化するために、TIBCO のビジネス
間の統合プラットフォームを追加する
予定です。

�
であるため、システムに新たな構成要素�
を追加するのはもっと簡単だということ�
がわかりました。」と Robb は述べてい�
ます。Delta は最も早く完全に統合された�
リアルタイムの航空会社です。その結果、�
我社はいくつかの空港で、顧客に今まで�
通りレベルの高いサービスを提供しつつ、�
1 日あたり 2 並び分の追加フライトに乗客�
を搭乗させることができるようになりまし�
た。我社の運営の効率が上がり、顧客の�
満足度も向上しているということが、�
TIBCO ソリューションの優秀性をよく�
表しています。」

「アーキテクチャがよく考え抜かれたもの


